
 - 1 - 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

★ まわり道はそれだけ人間を賢くする 

積極思考とは、危ない冒険に無鉄砲に飛びつけというのではない。成功できるかどうか、不確実

なことは十分に承知の上で、冒険に立ち向かうことなのである。積極思考の人間とは、「ひたす

ら前進すれば必ず目的地に着く」と信じて人の先頭に立ち、様々な障害や危機を切り抜けて行く

人々のことなのである。障害物があれば、時間をかけても、避けて迂回路を通るのが賢い場合も

あり、険しい山道は、山越えの道を開通させるなど、勇気をもって実践することが重要である。 

危機をものともせず、未踏の地に分け入る旅に出よう。賢明で、注意深い戦略をめぐらして、

進めば、危機を克服する道は必ず開ける。 

らせん状の山道を登って行こう。あなたは絶対に失敗しない。あなたの強い決心は決して砕けな

い。決意がゆるがなければ、成功の見通しもゆるがない。意志が強固で、粘り強ければ、無謀な

衝動を抑えることができる。そしてあなたは、必目標の山頂に到達できる。 

「これはとても無理だ」と多くの人は言う。あなたも途中で「本当に突破できるのか？」と不安

になることがある。何度も挫折感を味わうことだろう。しかし、積極思考の人はついに成功を収

めるのだ。信念が強ければさらにパワフルになることであろう。 

★努力が苦にならなくなったら大物 

事業の失敗は信念の欠如によって起こるのか？ 十分に努力していないために起こるのか？ 

それとも怠慢からか？ 否！ 努力が信念を奮い立たせ、信念が努力を鼓舞するのだ。 

信念と努力は相互に活力を与え、支え合うものなのだ。偉大な信念は大きな人間のエネルギ

ーと投資を呼び起こして偉大な生産力の源泉となる。 

人の２倍も３倍も努力する人は、自分の信念を実践することに感動を覚え、努力する

ことを苦にしない。 

「成功するための条件は・・・・絶えず情熱を保持し、絶えず努力することである。 

隔日に早く成功するためには・・情熱と努力に信念をプラスすることである」 

神は努力する信念の人を、決して、見捨てることはないのだ。 

<MIKO> 

 参考文献：Tough Minded Faith For Tender Hearted People by Robert H Schuller より 
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